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中国の都市化率が58 . 52％になって、およそ8. 1
億の人が都市部に住んでいます。農村部には、
まだ5. 8億人残っていますが、 2000年の36. 2％
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用者が7 . 72億人に達しております。これは2007
年の2 . 1億人と比べれば、年間で14％近く 増加
してきました。昨年のＥ－コマースのユーザー
が5 . 33億人に達して、前年と比べれば14. 3％増
加してきました。
　そして、昨年のＥ－コマースの取引高が総額
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コマースのトップ２とも言えるんですが、その
中で今、自営、そしてそれぞれの業者に投資、
あとはＭ＆Ａなどにして、生鮮のところに力を
入れているのが現実です。
　もっともっと生鮮を扱っているところの垂直
のＥ－コマースのプラットフォームの中では、
易果生鮮、毎日優鮮という、これは企業のブラ
ンドになっているんですが、それでいち早く黒
字に展開。生鮮を扱っているところが、Ｅ－コ
マースの９割以上が赤字になっているんです
が、その中の７％はやっと赤字を返上、その中
の２％は黒字になっているんです。
　あと、伝統的なオフラインの店舗がモデル
チェンジしています。すなわち伝統のスーパー
マーケットと生鮮食料品の小売店が、オンライ
ン取引も展開しています。果実の百果園、およ
そ10年あまりの間、ずっとチェーンの果物の小
売店でやってきたのですが、最近はオンライン
業務も取り上げて、消費者、特に若者がその店
を見て、帰り道に携帯電話を使って自宅まで配
達してもらいます。そのような状態で、もちろ
ん携帯電話を通じて、映像を使ってできるよう
になっている。
　うちの学校のすぐそばに百果園のチェーン店
があるんですが、たとえば学生は持ち帰りたく
ないので、宿舎までリンゴ２個などと注文して、
すぐに配達してもらっています。 30分ほどで配
達されます。もちろん遠いところは１時間かか
ることもありますが、かかる時間は注文のとき
にチェックされ、双方にわかるようになってい
ます。
　あとはオフラインの新型商業も登場しまし
た。消費者のグレードアップによって、新型小
売りモードも業者によってイノベーションとし
て推進してきました。オンラインのデジタル運
営とオフライン店舗の組み合わせを、業者も体
験し始めました。最近、アリババのほうも広州
市で無人店舗も出したのですが、昨日、先生方
にも報告しましたように、３日ほど前の新聞で、
最近、とても暑いので、おばあちゃんがそこに
住み着いて涼んでいるので、それが困っている
ようです。それ以外にもトラブルになっている
ところもあるのですが、店員なしの店舗も登場
していることが、一部の業者のイノベーション
としてやっています。
　このＥ－コマースのプラットフォームが、農
産物流通にどのようなチャンスをもたらすの
か、どうしてこのような展開ができるのか、私
は四つの理由にまとめました。
　一つは、プラットフォームを通じて売ってい
る商品の数が多く 、多様性がすごく あるので、
消費者に応えられるということです。
　もう一つは信用保証を提供して、今まで日本
のように成熟していた商業システムと違って、
中国ではお金を払っても必ずしも品物がもらえ
ない、逆に品物を出しても必ずしもお金がもら
えない場合があるので、このようなプラット
フォームを通じて業者の仲介があって、品物を
出せば必ずお金をもらえ、お金を支払えば必ず
品物がもらえる。政府が法律を使って、ものが
届いたらチェックして、だめならすぐに拒否も
できる、そのようなシステムができました。やっ
ぱり信用を保証する環境にアップデードされ
て、消費を支えているんです。
　もう一つは、このようなノートを通じて、中
国のような広いところで、インフラもなかなか
整備されていない農村部もたく さんあるところ
で、農民の収益が上がっている部分があります。
もちろんこれで全て、何でもいけるわけではな
いんですが、農民たちのチャンスが増えるのは
確かです。
　このように、農村のＥ－コマースの専門の
GANJIEというネットの名前なんですが、農
村部にこのような拠点も設けているので、うち
の大手の企業もそうですが、これは農村を専門
でやっているネットワークなんですが、農民に
生活用品を農民の代わりに購買、申し込んで、
すぐやってくれる。そして自分の農家の農産物
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を販売しようとすれば、その窓口に行って品物
の写真を撮って、その特徴を説明して、委託を
受けて、レートを通じて販売できるようになっ
た。
　このようなサービスを提供して、農民の生活
の面と農産物流通に助力していることが、今の
ところ、政府も奨励しているんです。この企業
だけでもすでに９省、そして83の県で、このよ
うな業務を展開しています。
　このようなＥ－コマースの発展によって、中
国の、昔なかなか農産物が販売できないへき地
にも、農産物のほうが流通ルートに入るため、
新しい可能性とチャンスが提供できるように
なったことも現実のことです。
　次は農産物の卸売市場流通の発展の概況につ
いて、簡単に説明します。
　日本の卸売市場と違って、中国の卸売市場は
看板が同じなんですが、実質は私の目で見た場
合、むしろ自由市場の拡大版とも言えるので、
競りのほうもほとんどしなかったんですが、花
き市場以外には、完全に相対、もちろん小売業
者もある程度参入しているところも、混雑ぶり
が日常的な現象にもなっているわけです。
　ただ、そのようなハードの面を進めて、あと
はこの情報通信の技術を利用して、このような
卸売市場の変換のところも捉えることになって
いるんです。
　まずは、歴史的に見て、中国の卸売市場は、
皆さんご存じのように、計画経済時代はほとん
ど自由流通がなかったので、その自由流通が緩
めになってから、やっと1980年代の半ばから卸
売市場と呼ばなく ても、卸売りのような機能が
ある市場、小売りも混ぜての市場が見えてきま
した。これは速く 成長してきて、 1995年まで
３千何百市場もの統計が上がりました。
　もちろん、このように速く成長した卸売市場
が1990年代末から新世紀の頭のところまでは、
停滞気味になっているので、政策の面は政策の
奨励と1984年全国都市農産物貿易センターが、
先ほどのように卸売市場、必ずしもそう言わな
くても、卸売り業務がある程度、形成している。
あとは、 1984年は5.6万カ所の自由市場ができ
ましたので、商品の買い付けとか、価格形成の
機能がある程度、見えるようになりました。
80年代半ばはこのように急成長して、新世紀
の頭までは、卸売市場というものが速く成長し
てきました。もちろんその中にも、政府の規制、
ルールとしては、日本のような卸売市場法はな
かったんですが、卸売市場管理条例が出されま
した。もちろんその中にも、ハードの面も政府
の指示と業界の発展によって、だいぶ成長して
きました。市場の登録と年間点検、そして卸売
市場の３回にわたってのグレードアップ、すな
わちハード面の政府の資金投入、そして田舎の
経済を発展させるためにも、この市場の普及の
ところに力を入れているので、 2008年までは大
規模の農産物卸売市場836カ所、すなわち１億
元以上の取引高の市場です。 100億元を超える
大型市場が14カ所、取引規模が6205億元に達し
ました。
　新世紀の2008年、最近の10年間は、これで卸
売市場の発展がある程度達成された。政策のと
ころも先ほど話が出たように、コールドチェー
ンとか、先に発展して、計算のところは電子機
械も使って、あとは安全検査にも力を入れて、
その辺のところがやっぱりハードを中心に進め
られてきました。
　ただ、日本のような卸売市場法、取引方式、
ソフトの面が私の目から見れば、大きな進展が
なかったと感じています。 1923年は中央政府か
ら、流通の活性化とか卸売市場、このような農
産物流通の中心的なハードポイントが、もっと
成長して、卸売市場流通のことも、将来、農産
物の販売にも大きなサポートになっていること
が、政府の政策でも反応しています。
　これが具体的な状況なんですが、 1986年は
800カ所で、 2007年は4000を超えたので、今は
ほとんど、この10年間にも大きな変わりはなく
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て、安定的に成長してきました。
　ただ、広域の規模、平均の規模が、トータル
で言えば4.7兆元になっているので、前の年の
9.3％増加で、すなわち卸売市場の量はまだ増
加している。もちろんそれは、中国の都市化と
消費のアップに備えて、それが当たり前の結果
とも言えるんですが、年間取引量は8.5億トン
にもなっているんです。前の年と比べれば2.8％
の増加で、 2005年は、この卸売市場に出店して
いる店が260万カ所、代理でやっているところ
が211万社、従業員は651万人の統計を挙げまし
た。継続的なデータはなかったんですが、一次
元の政府の中で、このような情報をつかめまし
た。
　農産物卸売市場の発展は、総合市場と専門市
場を分けてみれば、専門市場の数が増えている
ので、総合市場は停滞か、やや安定しているこ
とが現実です。
　これを速く進めて、あとは規模以上の、すな
わち１億元以上の売上高の市場が、ある程度の
規模がある市場として確実に成長してきて、そ
の数が2012年を境界として下がってきました
が、平均で売上高がまた増加していることが現
実です。すなわち市場の吸収とか、そのような
現象が見えていることが現実です。
　あと、農産物卸売市場のトップ100は、東部
地方に多く立地し、中西部のほうがまだ比較的
に少ない。これで大きな変わりのない人口はほ
とんど東部地方に集中していることも現実で、
具体的に省に分けてみれば、やっぱり広東省が
一番多くて、北京、河北、江蘇、そのような順
番で数が違います。
　そして、市場のハードの面が改善してきたこ
とで、機能がさらに合理的に成長していること
も事実で、廃棄物の処理、検査、安全監督、情
報処理、そして電子決算がある程度進みました。
提供をメーンにしてきた過去と比べれば、この
ような新しい機能もそろうようになってきまし
た。
　そして小売りのところで見れば、卸売市場流
通のトータル的に見れば、小売り段階の市場数
は継続増加のことと。そして、その中のコンビ
ニエンスストアのほうが、数量とも急速に増加
してきました。スーパーマーケットの減少も見
えるので、伝統的な自由市場も停滞、または減
少の傾向が見えてきました。
　これは2001年以内、チェーンで展開している
スーパーマーケットと、大型スーパーマーケッ
トの店舗数が継続的に下がり、コンビニエンス
ストアの数が着実に増加していました。これで
コンビニエンスストアのほうが、中国の求人で
500平米以下のお店で、スーパーマーケットの
普通のチェーン店で、スーパーマーケットの
500から2500平米までのスペースで、大型スー
パーマーケットは2500平米以上の営業面積を
持っているお店で、このような構造で見れば、
コンビニエンスストアのほうが早く成長してい
るということが特徴的です。
　４は、農産物Ｅ－コマースの発展によって、
卸売市場流通にどのような影響を与えるのか、
私は確実に捕まえるかどうか、取り上げるかど
うか自信もないんですが、ただ、三つの側面で、
例を挙げて説明いたします。
　まず、伝統的な卸売市場の量的な拡大が終わ
りましたことが、先にも申し上げたように、数
量は若干の下落、 そして2014年は4512市場、
2017年は4470市場近くになっているので、大型
卸売市場のほうが、その箇所が1044市場から、
2016年は966市場にまで減少してきました。
　あと、取引額の増加幅が安定的になり、オン
ラインの取引額の増加率よりも明らかに低いこ
とが把握できます。すなわち、 2013年から16年
の間に、大型卸売市場の取引額の平均増加率は
６％近くで、それに対して農産物のオンライン
の取引額は、年間平均で64％近くになっていま
す。このような変化の実態の影響のことを、あ
の側面で把握できるのか想像しているんです
が。
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　そして、あと一部の農産物卸売市場には、業
務の更新が進んできました。最初はいろいろな
業務を展開しているのは、配達サービスのほう
が、今の大手の卸売市場もだいぶ導入してきま
したので、中国の卸売市場は、日本のように資
格のある仲卸業者とか、介在人とか、それに限
られた方法じゃなくて、中国は自由に入れるよ
うな状態ですから、この卸売市場を動かし、ス
ペースの提供の業務しかないので、今はやっぱ
り配達までも、オンラインの企業の競争にも
なっていると考えられます。
　すなわち、農家から集荷業者、あと、販売企
業の何社かが参加して、例えば北京の新発地の
農産物卸売市場には、珍品ファイというウェブ
サイトがあって、消費者に対してこの卸売市場
の品物を配達できるようになっているわけで
す。
　このように、商品の品質のコントロールが強
くなって、顧客ニーズにも早く対応できること
になっています。もちろんコストが高くなって
いることも現実のことです。
　そして、第三者の物流のこともあるんですが、
百果園については先ほど話したように、まだま
だ小売りのチェーンですが、今、周辺の消費者
に対して配達までもやってくれるようなサービ
スも成長してきました。
　そして南京の卸売市場ですが、市場のプレッ
シャーもあって、完全に、参入者、売り手と買
い手が相対で現金でやりとりをやっているので
すが、今後はほとんどそれはなくなるといえま
す。皆さん、これはまず売り手のところで、こ
のような機械を設けているのですが、スマート
フォンを使ってすぐ計算できるように、しかも
カード番号を使って、出口のところは完全に
キープします。そうしなければ出られない状態
になってしまうので、ちゃんとこのような情報
の利用とか計算をするシステムによって、かな
り現金を使わなく なる流れになっています。
　卸売市場の中には、プラットフォームの建設
が着実に推進し、これは武漢の卸売市場ですが、
直接に消費者と業者に、このプラットフォーム
を通じて、日本のような情報取引のような感じ
で、要するに自分は直接介入しなくて、このプ
ラットフォームだけで提供して、大手のＥ－コ
マースの企業と同じように、大手の卸売市場も、
このプラットフォームも設けるようになってい
るところもあります。
　まとめを申し上げます。まず、消費ニーズの
モデルチェンジを背景に、農産物のＥ－コマー
スは急速に成長してきたことが特徴です。
　中国では農産物Ｅ－コマースが早く成長した
ために、伝統的な卸売市場流通に大きなインパ
クトを与えています。
　また、農産物卸売市場流通と農産物Ｅ－コ
マースは、それぞれ特徴と優位性を持ち、卸売
市場の大規模消費の流通コストがさらに低く 、
オンラインプラットフォームの流通は直売に近
い、速やかな対応と消費者に新しい体験を与え
ることが、その成長と発展の理由にもなってい
ます。
　さらに、農産物卸売市場の数量は減少してい
ますが、取引額は増加しています。あと農産物
Ｅ－コマースの卸売り流通は、お互いに競争し
た関係が持てるので、私の目で見れば、効果的
な関係と関連的な関係も持ち、しばらくは完全
に取り換えることはないと考えています。その
両方は、この先も統合的な発展を実現させ、 14
億の人々 の消費ニーズの変化に対応しなければ
ならないし、現実のところもそうなりつつある
と思います。
　聞きにくいところは、また質問の中で説明い
たしますので、よろしくお願いします。以上で
す。
（ 講演Ⅱ： 終了）
質疑応答
○司会　周先生、ありがとうございました。そ
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れでは質疑応答に入りたいと思います。
○会場１　ありがとうございます。私はＮＰＯ
法人のフードバンク福岡のユキタといいます。
私自身も実は野菜の物流というか、流通を少し
やっているんですが、たく さんの方々 が間に介
在しているにもかかわらず、なんで安価な価格
で、こういったお野菜とかを供給できるのかな
というのがちょっと分からなかったんですね。
○周　
　中国では日本の卸売市場のように十分機能し
た流通ルートがなく 、もちろん国土の広さにも
関わってきていますが、すごく激しく市場が減
少しています。もっと伝統的なやり方によって
はやっぱり介在の業者によって、手数料とコス
トも取られてしまうので、消費地の価格は産地
の価格の４倍、５倍なのが普通のことになって
いるので、このように卸売市場が十分に機能し
ていないのが現実です。
　このＥ－コマースが成立できたもう一つの背
景は、今はインフラの整備が早く進んで、もと
もとへき地のほうも、やっぱり今の物流の能力
によって決め手になっているわけです。
　例えば、アリババより京東のほうが自分で物
流システムを持っています。何百億ドルも導入
しているという報道もあります。また、アリバ
バは、最初は業者に任せてやってきましたが、
３、４年前には、やっぱりそれが弱いことに気
づき、今は投資して、幾つかの物流企業にも資
本参加によって業務に対応しています。
　このようなプラットフォームによって、消費
者と生産者がメインの層になって、直接に交流、
商売できるようになって、日本の直販のような
感じでコストが下がっていることが大きな変化
だと思います。
　物流的なところも、やっぱり大手企業のほう
が直接に介入して、物流の改善によっても、前
のような伝統的な流通ではロスもコストも高く
て、今、やっぱり現代的な物流になって、大き
く 成長してきた京東のほうが人気があります。
青果物のコールセンターのほか、全国の227の
都市で、注文すれば当日、自宅まで配達されま
す。もちろん卸売市場も、それに対応して、例
えば中国の人はほとんどが団地に住んでいるの
で、団地の入り口のところに物流的な箱を設け
て、注文すればそこに配達して、生鮮品などは
早くて30分、長く ても１時間、そして当日配達
のことが現実、ほとんど夕方、サラリーマンは
帰り道で帰宅の前に団地のところで箱から取っ
て帰ります。そのような状況で、確かにコスト
はだいぶ節約することが想像できます。
○会場１　ありがとうございます。
○司会　ほかにいかがでしょうか。
○会場２　中村学園大学の徐といいます。どう
も初めまして。
　実は私も中国の卸売市場とＥ－コマースを最
近、特に食料品のところでやっていまして、非
常に今日は勉強になりました。
　１点教えていただきたいんですけれども、非
常に全体の話を聞きまして、企業はアリババグ
ループとか天猫などはパワーと財力を使ってシ
ステムに投資をして、非常に今、頑張っておら
れるわけですね。
　ただ一方では、制度が、法律がまだきちっと
できていないこともあって、特に私の調査でも、
生産地に近いところの市場があんまりできてい
なく て、それよりももう一つの問題は、この２、
３年、中国で豊作貧乏が連発していますよね。
そこは非常に実は問題であって。例えば立派な
リンゴがものはできても、収穫せずに腐らせる
とか、そういうところでいうと、これは業者だ
けではなかなか力不足で、やはり政府の制度的
なところをやっぱり考えなければいけないです
ね。
　日本だと、農産物の価格の安定制度というも
のがあって、政府はまずこういったところを主
としてやって、情報の生産情報と、そういった
ものをきちっと制度でやっているわけですけれ
ども、中国で私の知る限りでは、なかなかその
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辺が中央政府でまだ動きがそんなにあるわけで
もないと聞いていますので、もし最新の状況と
か動向があれば、教えていただきたいなと思い
ます。
○周　貴重なコメントありがとうございます。
　確かに今まで、このような展開は、ほとんど
政府よりは企業の力で発展してきました。ご存
じのように、中国の農産物の休耕地の問題、毎
年、品目によって、どこか発生していることも
現実で、さっきも申し上げたように、問題が非
常に大きくて、逆に一部のほうが、産地が消費
地よりも高い場合もよくあるので、それはどう
してなのでしょうか。品目によって、市場の情
報受発信機能が発揮されていないのが現実で、
政府の例えば制度上の指導不足が大きな原因だ
と思います。
　昨年はリンゴやナシもそうで、豊作で大変な
状態になっているんですが、今年も逆に南の熱
帯果実、例えばマンゴーとレイシと竜眼があふ
れるほど、先月６月にも、報道陣の中でもよく
取り上げられているんですが、価格は昨年より
３分の１も落ち込んだので、逆に北部のほうが
今年は冷害があって、リンゴとかナシとか、価
格は今のところは収穫シーズンになっていない
ので、これから９月になれば収穫期になって、
今年はおよそ丸々 ５割以上の減作になってしま
うので、政府が今、メインの例えば食料品を中
心に、あとは綿花、豚肉とか。豚肉も管理でき
なく て、過去の価格が乱高下しました。先月ま
でも、いまだにまだ回復していないで、もう原
価まで小売価格が下がってきたので、生産者に
大きなダメージをあげてきたんですね。
　完全に政府がそこに力を回していないとも言
えないんですが、やはり決め手がないことが現
実で、最近は商務省と農業省と財務省から、やっ
ぱりＥ－コマースも含めて農産物の六次産業化
の中に、生産者と消費者の連携のようなかたち
でオーダー、契約されているようなかたちで進
んでいるんですが、その計画の中にも、いろい
ろな奨励金とか補助金を出しています。効く こ
とはこれからだと思いますが、最近の動きは、
昨年末にこのような通達を出して、またプロ
ジェクトを出したので、私はその中のメンバー
になっているんですが、２回の会議を終えて、
これから各国に分断して、それぞれの農業の分
野、あるいは農業だけじゃなく 、ほかの産業も
含めて、新しい産業、振興計画を出しているん
ですが、その中の農産物については、私も関わっ
たところがこれからどのようになるのか。やっ
ぱりそれは具体的な品目で、日本の安定政策の
ところまではいっていないと思います。
　あまりにも莫大で、もし政府が責任を取った
ら大変になるので、財政破綻もあり得るので、
食料品だけでもトウモロコシは一応、自由化に
なって、何百億元の補助金を出しても、農民の
収入はまだ減少に歯止めがかからないので、あ
と、小麦とか米などの品目は、取りあえず、前
の価格がまだ残っているので、これから改革が
方向として３年から５年にわたって、ある程度
進めなければならない計画のところになってい
るんですが、どこまで問題解決というか、私も
分からないんですが。
　もちろんＥ－コマースのほうが必ずしもメ
リットだけではなくて、市場の影響も与えるん
です。先ほどお話ししたように、一時、中国の
ニンニクの価格高騰とか、緑豆の高騰とか、そ
の辺のことが私が調査した結果として、確かに
電子プラットフォームのほうが大きな影響を与
えるんです。
　ただその時には、ルールがなければ、当事者
のほうが結構大きなプレッシャーがかかって、
例えばニンニクは、山東省と江蘇省の北部の三
つの県に集中していて、４割く らいの商品量が
集中しているので、3000万元をお金を投資して、
すぐコントロールできるんです。
　その時は180以上の電子プラットフォームが
自由にやっているわけで、今はもちろん、この
ような品目で、政府はある程度、制限している
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周　　　応　恒
んです。例えば一つの省が一品目に集中してい
るところは登録が必要で、そのような管理の政
策もあるんですが、デメリットもこのようなと
ころでよく見えるんです。
○司会　ほかにも質問はあると思いますけれど
も、お時間が差し迫っておりますので、これに
て周先生の講演を終了させていただきます。先
生、ありがとうございました。
（ 終了）




